
令和６年度に廃止した補助金一覧
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1 地域振興課
米子市自主防災組織結
成補助金

新たに自主防災組織を結成した自治会に対し
補助金を交付。
２０，０００円+世帯数×２００円

H17 R6 114 114
当該補助金の活用実績が僅少となっており、今後の新規結成が見込めな
いと判断したため。

市
民
生
活
部

2 市民二課
防犯機能付電話機等購
入補助金

高齢者等の配慮を要する消費者が居住する世
帯に対し、防犯機能付電話機又はテレビドアホ
ンの購入費用を1台につき10千円を上限として
助成する。

R5 R6 1,767 1,767 鳥取県防犯機能付電話機等購入補助金交付要綱が廃止されたため。

3
こども支援
課

米子市私立幼稚園等就
園奨励費補助金

幼稚園及び認定こども園の設置者に対し、保育
料減免相当額（２歳児が３歳になる誕生月の前
月末までのものに限る。）を補助することで保護
者の経済的負担の軽減を図ることを目的とした
補助金

S47 R6 5,987 5,987

市内の全ての私立幼稚園は新制度幼稚園に移行となった。私立幼稚園
等は児童が３歳になると教育標準認定（１号認定）になり保育料の無償化
となる。対して保育認定標準又は短時間認定（３号認定）は３歳に成っても
次年度の４月に２号認定と成るまでは保育料が掛かり均衡に欠ける面が
ある。本補助金は教育標準認定児の４月から誕生月前月までの間の保育
料相当を階層ごとに支給するもので、保育認定標準又は短時間認定児と
はさらに均衡を欠くものになった。
　認定こども園の教育標準に対しても本補助が対象となっている園となっ
ていない園があり、私立幼稚園は新制度幼稚園に移行したことから、本補
助金の廃止に至った。
　ただし、１号認定においては国基準ではない第３子以降の児童に対して
は第3子以降副食費補助金の対象に含めることで多子世帯への配慮を行
うことになった。

4
こども支援
課

子どもの遊び場遊具等
整備事業補助金

地域立子どもの遊び場において行う次に掲げる
事業の経費の一部を助成する。
(1) 遊具等の新設及び更新
(2) 遊具等の撤去（地域コミュニティ活性化プラ
ンを策定して実施するものに限る。）
※地域コミュニティ活性化プラン…自治会の区
域又は市が設置する各公民館の事業の主たる
対象となる区域における、遊び場を活用した世
代間の交流及び次世代の育成並びに地域の活
性化のための取組について定めた計画をいう。

R4 R6 631 631

令和４年度に補助事業を創設して以降、地域立子どもの遊び場の管理者
である自治会からは遊具の撤去についての相談が多く寄せられている。
実際の交付申請も遊具の撤去が大半であり、事業目的である遊び場の充
実に寄与していないことから、事業廃止する。

5
こども政策
課

美保中学校区義務教育
学校整備事業に係る代
替農地整備事業補助金

（１）代替農地の整地に必要な作業
（２）代替農地の整地後において行う耕作を行う
ために必要な作業

R5 R6 4,166 4,166 必要な代替農地の整備が終了したため。

6
スポーツ振
興課

弓ヶ浜シーサイドマラソ
ン開催支援補助金

皆生プレイパークを発着点に白砂青松のサイク
リングコースを主会場とするフルマラソン大会。
（予算額：400千円）

R5 R6 0 0
補助事業者より令和６年度も開催を予定している旨を聞いていたが、令和
６年度に入ってから大会の廃止が決まった。

7
スポーツ振
興課

「ケンブリッジ飛鳥」と走
ろう！！開催支援補助
金

リオ五輪で銀メダルを獲得した陸上のケンブリッ
ジ飛鳥選手を招き、令和６年１０月５日に東山陸
上競技場で、子どもたちを対象とした陸上教室
を開催した。

R6 R6 200 200 令和６年度のみ実施の事業であるため。

8 農林課
園芸産地活力増進事業
費補助金

園芸品目の産地づくり、中山間等特産物の育
成、生産性の向上等を促進することにより、鳥
取県の農業の強みの一つである野菜、花き等
の振興を図る。

H27 R6 1,214 405

本事業は鳥取県の間接補助事業であったが、令和7年度から県が既存事
業の組替えを行い、新規の間接補助事業を創設し、既存事業は廃止した
ところである。
本市も県の動きに同調し、令和7年度から新規事業（主要園芸品目生産振
興事業）を創設し、既存事業（園芸産地活力増進事業）を廃止することとし
たもの。

9 農林課
花き消費拡大推進事業
費

花き消費拡大（地産地消）を目的とした花き生
産者と消費者の交流イベントであるフラワーフェ
スティバルの開催経費に対する補助。
実施時期：６月中の土日曜日（２日間）
場所：東亜青果内花き園芸市場
内容：アレンジメント教室、寄せ植え教室、花き
品評会、展示即売会等

H6 R6 0 0

近年、活動が限られており、小規模なものとなってきていた。また、令和元
年から令和６年まではイベント開催の実績がなく、主催者に確認したとこ
ろ、花き生産者の高齢化や花き出荷数の減少により開催が困難になり、
今後も事業が見込めないため。

10 農林課
米消費拡大推進対策事
業補助金

生産者と消費者の交流の場として、田植から稲
刈り体験までを行い、米に対する認識を深める
と共に消費拡大を目指す「米フェスタ」の開催に
係る経費に対する補助。

　補助対象経費の１／６　（上限５０千円）

S56 R6 0 0

令和5年度以降、米フェスタ実行委員会事務局からの補助金申請がなく、
今後は鳥取県、西部町村会、新日本海新聞社及びJA鳥取西部の負担金
で運営を行うとの申出が事務局よりあったため。
　なお、米フェスタの開催は続くため、米フェスタ実行委員の一員として人
的補助は行う。
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